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次の【設例】について、下の【設問】に答えなさい。 
【設例】 
１ Aは、窃盗と覚せい剤所持の事実で起訴されている。Aが起訴されるまでの経緯は、以
下のとおりである。 
２ 2019 年 5 月の連休中に、豊中市内の商店街にある X時計店で、連休中は無人であった
店舗の裏口から何者かが侵入し、レジスターやその周辺から現金 50 万円と 200 万円相当の
高級腕時計などの商品が奪われる事件が発生した。この店には防犯カメラが設置されてお
り、防犯カメラには、同年 5 月 4 日の午前 6 時ころに目出し帽を被った犯人が店の奥側か
ら店舗内に入ってくる様子や、店内を物色することなく、まっすぐにレジスターに向かい、
バール様の道具でレジスターの引き出しをこじ開けて現金を抜きとる様子が写っていた。 
３ 捜査を開始した豊中警察署の警察官は、犯行が極めて短時間で行われ、犯人の行動に無
駄がないことから、犯人はこの店のことをよく知っているか、あらかじめ下見をして犯行に
及んだものと考えた。そこで、警察官は、店主に過去 1か月分の防犯カメラの映像の提供を
求めて、そこに写っている人物で不審な者がいないかどうかを確かめることにした。 
４ すると、4 月 25 日の正午ごろに来店し、5 分ほど店内に居て、ショーケースを見て回
ったにもかかわらず、店主に声をかけることもなく、何も購入しないで立ち去った不審な人
物があることが分かった。この映像を見た警察官 P は、この人物が覚せい剤の常習者で、4
月初めに刑務所を出所したばかりの A であることに気づいた。 
５ そこで P は、2019 年 5 月 12 日午前 8 時ころ、豊中市内の A のアパートを訪れた。A
が顔見知りの警察官である P を室内に招じ入れたので、P は A 方の居室内で窃盗事件のこ
とを Aに尋ねた。すると A は、「時計なんか盗っても、換金できるルートを知らんから意味
がない。」などと窃盗事件との関わりを否定した。しかし、そう答えた Aは、急にそわそわ
し始めた。P はこれを見て、A 方室内に警察官に見つかってはまずいものがある、と考えて、
「ちょっと調べさせてもらうで」と告げて、室内に不審なものがないかどうかを調べた。こ
れにＡは最初、「時計のことなんか知らん。」などと抗議したが、その後おとなしくなった。
Ｐが室内を調べると、電話機のそばに、「X 時計店 ブランド品は客から見えないレジ前の
カウンターの下」と走り書きしたメモがあり、さらに電話台の引き出しには透明の小袋 3つ
に入った白色粉末があった。 
６ Ｐが白色粉末の袋をＡに示して、「シャブは、やめられへんか。」というと、Ａはその小
袋内のものが覚せい剤であることを認めた。そこでＰは、Ａを覚せい剤所持の現行犯人とし
て逮捕するとともに、上記のメモ、覚せい剤入り小袋 3 つ、さらにＡ方の卓上に置かれてい
た現金 10 万円を差押えた。1 



７ 逮捕後の取調べにおいて、Ａは、覚せい剤をパチンコ店で知り合ったＢからもらった金
で購入したこと、Ｂからもらった金が X 時計店の店舗内の様子を知らせたことに対する報
酬であり、部屋にあった現金はその一部であること、Ｂが X 時計店に侵入して金や高級時
計を盗むつもりであることは知っていたことを供述した。しかし、Ａが窃盗の実行犯である
と名指しした B は、警察の捜査によっても発見されず、盗品の品ぶれでも被害品の時計は
発見されなかった。 
８ Aの事件について送致を受けた検察官は、Ａが供述したＢなる人物は架空の者で、防犯
カメラに写った犯人の体格が A と一致することから、Ａが X 時計店の窃盗の犯人であるこ
とは間違いないと考えて、Ａを窃盗と覚せい剤所持の事実で起訴した。 
９ するとＡは、Ｂの分まで罪を着せられるのは納得できないとして、捜査段階の供述を撤
回して、公判では黙秘することを弁護人に伝えた。これを受けて A の弁護人は、弁護人と
しての冒頭陳述において、窃盗に関しては、Aは B に頼まれて下見をしただけであり、A 宅
で発見されたメモは、A が所在不明であるが実在する B に電話で X 時計店の内部の様子を
知らせたことを裏付けるものであるから、Aはせいぜい窃盗の幇助にとどまると主張し、覚
せい剤所持に関しては、証拠たる覚せい剤は 違法な差押によって得られたものであって
証拠能力がなく、Aの捜査段階の自白の他に証拠がないとして、無罪の主張をした。2 
 
【設問】 
問い 1  
 設例中の下線部１について、警察官 Pの処分の適法性を検討しなさい。 
 
問い 2  
設例中の下線部２に関して、 
①弁護人が A 宅で発見された上記のメモを「Aが B に対して電話で X 時計店に関する情

報を知らせたメモの存在」を立証趣旨として証拠請求した場合、裁判所はこれに証拠能力を
認めることができるか。 
②弁護人が違法収集証拠であると主張する上記小袋入りの覚せい剤について、証拠能力

を認めることができるか。  
をそれぞれ検討しなさい。 

  

 


